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的 

社会の保健、 医療、 安全安心を確保するための 先端的分野のひとっとして 発展してきている。 基礎研究 

の 部分では。 分子生物学的アプローチが 充実するのに 伴い。 得 免疫の制御機 や 自然免疫の制御 

免疫に関する 新たな知見が 日本から多く 発信されている。 現在では、 従来からわが 国の強みとされている 物理学や材 

料 科学と並び、 世界的な存在感を 示すまで発展してきた 分野でもあ る。 そこで、 免疫学分野の 2 年間の研究パフ オ一 

マンス、 およびどのように 研究活動のパフオーマンスを 上昇させたか、 大村ネットワーク、 究 拠点、 資金などの要因に 

ついて考察する。 

研究活動のパフォーマンスをどのように 捉えるか自体。 非常に難しい 問題であ るが。 本稿では、 研究者は、 自身の研 

究 活動を「論文」として 公表し。 他の研究者などと「論文」を 媒体に知識の 共有を行なっていることから、 研究パフオーマ 

シ スの定量的評価軸として「論文」を 分析する。 また。 論文に時必ずしも 反映されない 究 者としての存在感などを 明ら 

かにできる米国トップタラスの 科学者。 技術者へのヒアリンバ 結果 ( 参考 料了 n を定性的評価軸として 分析する。 

まず、 免疫学の最近の 総年間の定量的に 研究パフォーマンスを 調べるため。 Thoms ㎝ Scien 田 。 社 データベースを 

用いて、 免疫学に該当する、 ジャーナルに 載っている論文教 を カウントした。 図 1@ こ 示す う & こ 、 主 980 年ィ そより 20 

で 。 日本ほ順調に 増加傾向にあ り、 198 年代と比較して 約 3 倍の論文教であ ることがわかった。 また、 ヒアリンバ調査で 

ほ 。 「日本はこの 的年間で確実に 改善されてさている。 それは、 世界的に注目さ ている発見や 論文の数から 見ても 

明らかであ る。 」と評価さ ている。 つまり。 実績。 成果が生み出され。 論文を媒体に 情報発信が効果的に 行なわれたと 

考えられる。 

  

上記のような 論文量の変化に 加え、 ヒアリンバ調査では。 「日本人研究者 は 。 ライバルであ るアメリカと 効果的に協力 

しているし、 共に適度な距離を 保って研究に 挑戦し続けている」と 指 た 。 そこで、 日本とアメリカの 研究活動を明 

らかにするため 論文分析を行なったところ、 を㏄ 0 年の免疫学は、 全分野の平均値に 比べ、 アメリカとの 国際共著による 

論文が顕著に 多いことが明ら 力 せなった 4 図 ) 。 以後四年間、 全分野の平均値との 関係は変わらず、 アメリカとの 国際 

如 している。 研究協力れ吟形から。 新たな手法や 実験材料の共有のみならず、 ど軸づ 研究者がどのような 

研究を日本で 行なっているのかを 認識させることが 出来た、 つまり日本の 免疫学研究の 活動が " みえる化 " が起こった 

と 考えられる。 また、 アメリカ以外の 国との論文共著も 増加している。 共著相手国の 数も 年の ⑱ 力 国から 2005 年 

0 47 カ国と広がった。 これにより。 論文を媒体に 行なわ た 情報発信が、 他国の研究者により 効果的に認識され、 例 

えば論文を引用することに 繋がっていくと 示唆される。 
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日本の免疫学の 研究活動の質を 調べるため、 免疫学の論文の 被引用回数を 出し、 上位 1% に入る論文 ( 以後。 ト 

ップ 1% 論文 ) 数 、 および上位㈹ % に 入る論文 ( 以後。 トップ㈹ % 論文 ) 数を求めた。 各国シェアを 示したのが、 図 3 お 

よび麹花であ る。 ドイツ。 フランスでは、 トップ ぇ 籠 5 年以降上昇した 後、 ㈹ 95 年以降トップ 工 % シェアが 土 

弄 していることがわかる。 これは、 トップを % 論文を生み出す 研究者の層が 厚くなり、 トップ 1% 論文が確率的に 生み出 

されやすくなったためと 考えられる。 一方、 日本は、 1985 年 以 。 まずトップ 1% シェアの上昇後。 トップ ぇ 

上昇するれ づ 。 ドイツ。 フランスとは 異なる様相を 呈している。 

また。 論文王 報 あ た 猟 こ関わる日本の 研究機関数を 分析したところ、 丁 98 関によ る論文が大多数で 

年に入ると。 免疫学全体の 平均が 1 ぉ 5 機関、 ㌧ プ   % 論文が 肚 ㏄機関、 ㌧ プ 

関 となった。 このことは、 より多くの研究 関の共同研究の 基に行なわれる 発は。 良 い 刺激となる議論の 場が持たれ。 

質 の良 い 論文を生み出すと 推測される。 

究 機関ごと @ こ 、 免疫学全体の 論文とトップ㈹ % 論文。 トップ五 % 論文の関係を 分析したところ、 ㌧ プ 

文を生み出す 研究機関では、 年間 穣 報 以上の論文が 発表されて し ち場合が多いが。 トツプ ぇ % 論文の場合は。 必ず 

しも発表論文教が 多くなくとも 産出されることが 明ら； セ なった。 東京大学。 大阪大学、 京都大学、 九州大学、 および 

化学研究所は、 論文量も多くかっ レフ 10/170 論文の産出も 行なわれる我が 国の申 核 機関と考えられ る   

以上のことから。 日本においては、 けプ io//0 論文を発表した 研究者を申 心に 、 研究ネットワークが 構築されっ っ あ り。 

% 論文を発表する 研究者層に刺激を 与え。 全体の研究パフオーマンスが 向上してきたと 考 

プ no/i/o 論文を発表した 研究者の活動を 推進してきた 要素としては。 例えば科学研究費を 

間 なく免疫学に 交付さ てきたことが 挙げら 

免疫学は、 免疫システムの 特 。 免疫応答を担 j 個々の細胞。 分子とその 。 免疫に関わる 疾患との関連性など、 

様 みな知見をもたらした。 とこ って む 。 ることがわかる。 この - つの 可 

能 性として、 研究活動自体 は の 、 その研究が他 分野としてカウント さ るために。 論文分析では 

減少傾向にあ ると考えられる。 れている科学研究 補助金の若手研究 (A) の研究課題名に「免疫」 

る 19 件を分析した 0 募 要項で 37 歳以下 cD 研究者が対象であ り。 彼らの研究分野が 免疫 

学 以外に耳鼻咽喉科学、 医療系薬学、 脳神経覚科、 臨床獣医学など 多岐に渡っていた。 このめに。 免疫学はその 垣 

根 が無くなり、 他の分野との 融合が急速に 進んでし ろ 分野へと 変 叱したと考えられる。 

我々は、 免疫学分野の 2 年間の研究パフオーマンス。 およびどのよ 到こ 研究活動のパフオーマンスを 上昇させたか 

ほ ついて考察した。 研究活動の " みえる サヒ " や。 国内での研究ネットワークの 構築、 絶え間ない研究投資が、 日本の免 

疫学の研究パフオーマンスを 向上させたと 考えられる。 一方で。 免疫学を取り 巻く環境は変化にしており、 今後は他分 

野への波及効果を 強めるための 共同研究を増やし。 更なる研究の 質の向上が現れることを 期待する。 

重 。 科学技術政策研究所、         ST ョ P 尺已 ㌢ 0 配下 No. ㏄我が国の研究活動のべンチマーキンバ」 20% 年 3 月 
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図ヰ 免疫学 分 
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図 3  免疫学分野 鰯 回数上位 1% 論文 シエ ア (5 年移動平均 )      
 

 
 

眩
 Ⅳ 

巾
油
油
 

 
 

鴨
 

%
 
 

憶
 

花
托
 

ニ
 

お
お
 
捧
 

1
7
0
0
 

  

  
奉上 ッフ 1%   

                  - イギリス 上ップ 1% 

卜 "" 。 "" 。   "" 。 " 

  
0 タ鬼   

， 0% 

    

@990 年 7995 年 

  

" 十 --""--       

1985 年 @990 年 1995 年 2000 年 

一 897 一 


